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【合格した自治体（校種・教科）】 

大阪府（高校・国語） 

 

①いつから勉強したか？また、どんな勉強から始めたか？ 

 一番初めに勉強を始めたのは東京アカデミーの課外講座で、３年の１０月頃だったと思います。 

 しかしそのときは本当に課外講座に行くだけで、他の時間は勉強していませんでした。 

 本格的に勉強を始めたのは３年の春休みに入ってからです。 

 

②あなたのオススメの教材とは！？ 

 参考書：東京アカデミーのオープンセサミシリーズ 教員採用試験 

 問題集：時事通信社の教員採用試験過去問シリーズ 

     受験自治体の過去問題 

 

③とっておきの勉強法 

 これは私の大学受験時のやり方ですが、一度過去問を解いて、間違ったところを参考書で調べ、問題集が

一通り済んだら二回目をやります。そのとき同じところを間違えてしまったらもう一度調べ直し、調べたこ

とを持ち歩けるサイズの小さなメモ帳に書き込む（私の場合は先に違う紙に書いてからメモ帳に貼りまし

た）という方法をしていました。 

 それを学校へ行くときや試験当日なども見ていました。 

 

④１日に何時間勉強していたか？ 

 春休みの時は一日平均６時間ぐらいで、学校が始まってからは土日祝日６、７時間、平日３、４時間ほど

勉強しました。その他、面接練習に出来るだけ参加しました。 

 

⑤息抜きの方法は？くじけそうになったときは？ 

 息抜きは…結構していました。あまり根詰めてやってしまうと自分のペースを崩してしまいそうだったの

で、２時間毎に１０分休憩など決めてやっていました。 

 くじけそうになったり、やる気が無くなってしまったら気分転換に１日遊んだりしていました。しかしそ

の分、前日や次の日はやらなければならない量を増やしました。 

 

⑥どの自治体を受けたか？ 

 愛知県と大阪府を受験しました。 

 愛知県は明らかな勉強不足で一次で落ちました。もっと専門の勉強もしておくべきでした。 

 

⑦⑥を踏まえて、それぞれの自治体の面接や筆記（専門含む）などをどのように対策していたか？ 

 面接はナビの練習に参加しました。 

 筆記はとりあえず過去問や問題集を何度も解く！！ 



 専門は私自身漢文がとてもとても苦手なので一次試験と並行して１、２週間に一問解くペースでやってい

ました。６、７月になると全くやっていませんでしたが。しておくべきだと思います。 

 

⑧ゼミ（授業）や就活と教員採用試験の兼ね合いは？ 

 授業は必修とゼミ以外ないので特に余り困りませんでした。ゼミは発表を教育実習中前にさせてもらった

ので問題ありませんでした。 

 

⑨バイトやボランティアはどうしていたか？ 

 ボランティアは３年のときにやっていたので４年ではしていません。 

 バイトは掛け持ちしていたのですが、飲食店の方は５月からお休みさせてもらい、塾は週一でずっと続け

ていました。 

 

⑩大学生活中にやっておいた方がいいこと！ 

 後悔しないようにやりたいことはやる！ 

 １、２年生はこつこつ勉強することも大切だとは思いますが、それ以上に思いっきり遊んで下さい。特に

今しかできないことをたくさんして下さい。 

 ３年生は絶対に授業に手を抜かないこと。息抜きも必要です。一緒に頑張れる仲間を作りましょう！ 

 

⑪ナビの良かった点は？ 

 後から入ったわたしでもみんな優しく受け入れてくれました。本当に感謝しています。 

 一緒に勉強をすることはなかったけど（わたしは家で参考書をそろえて何でも調べられる状態で勉強する

のが一番合ったやり方だったので）、みんなが頑張ってるんだと思うとわたしも頑張れました。特に面接の

練習などで「昨日は○時間やった」といった話を聞くと勉強しないとまずいと焦りました。 

 面接練習も一人だったらここまで成長出来なかったので、入って良かったです。 

 

⑫あなたはどんな先生でありたいか？ 

 わたしは優しそう、優しいだけそうだと先生方にもよく言われてきました。 

 優しいというのももちろん大切にしていきたいですが、時には厳しく叱り、生徒の成長を見守って、生徒

と生徒の人生を真剣に語り合えるような先生になりたいです。あと初心を忘れないようにもしたいです。 

 

⑬これから教員採用試験を受ける先生の卵たちへ！ 

 これから試験を受けるまで上手くいかなかったり、辛い日々だと思います。けれど、最後まで自分を信じ

て、自分がしてきたことを信じて、自信を持って挑戦して下さい！ 笑顔と元気が合格の秘訣です。 

 教員採用試験はゴールではありません。スタート地点まで辿りついたら後は走るのみです！ その前の準

備体操をしっかり入念に行って下さい！ 

 

 

 

 


